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時
は
震
災
力
翌
る
．
年
乃
泉
夙
ｚ
・

１
　
興
乃
木
乃
屡
童
ヽ
る
大
正
十
三

年
う
燃
．
鉄
飽
と
自
動
車
に
う

右
て
た
け
礼
ば
Ｉ
―
・
と
か
八
八

と
か
理
？
ツ
を
つ
け
て
貿
つ
た

力
が
モ
ー
り
尺
口
Ｉ
レ
ー
莱
旧

観
「
４
　
古
畢
．
今
４
　
円
夕
夕
は

１
息
無
い
４
　
代
、
♀
１
　
・
運
転
手

乃
免
許
三
双
リ
に
り
く
、
試
験
．

場
は
京
王
電
乖
乃
相
官
既
ｎ
そ

ば
乃
電
車
通
り
．
漸
’
、
パ
尺
し

て
運
十
？
ン
に
な
リ
烏
ぷ
’
な
い

運
参
で
猟
蔵
二
人
と
犠
べ
f
C
　
<
-
＼
~

ｖ
Ｈ
　
I
f
f
　
1
4
／
　
(
？
　
Ｖ
て
山
梨
県
Ｇ
万
障

「
山
に
向
つ
て
出
発
‐
ご
≒

戎
中
り
三
埓
ヘ
ヱ
孚
を
乏
５
た
・
、

唄
、
受
に
衆
っ
て
い
る
一
々
、
人
が

何
だ
か
変
だ
か
ら
車
を
‐
こ
め
て

ぐ
れ
と
り
っ
の
て
．
と
め
た
と

こ
ろ
を
に
臭
気
プ
犬
フ
ン
ー

　
　
　
４
？
＾

人
ゐ
足
は
ぬ
れ
て
い
う
．
街
せ

乃
叱
で
Ｉ
く
み
５
と
こ
澱
吋
し

た
リ
ワ
、
ｙ
君
三
尼
自
・
動
４
　
　
に
蘇

7 ″ ’

つ
て
穴
小
便
・

　

嘔
吐
？
鴻
房
い

叉
人
丙
足
は
ベ
ッ
刀
廿
こ
ね
ら

べ
こ
墜
戈
こ
て
う
な
扁
’
　
　
　
＃
か
い

’
い
『
９
ら
気
乃
呑
９
ら
・
認
ｔ
ｒ
’
く

と
め
た
七
こ
う
ぽ
魚
屋
・
り
・
賞
ぜ

店
乃
前
に
タ
ー
ル
刀
に
水
槽
が
も

り
赦
け
渦
々
ｔ
し
＼
ｙ
午
観
≪
-
／
　
＼
'
Ｊ

そ
な
え
て
う
う
。
有
勉
し
・
と
・
ば

か
り
に
足
を
漫
い
自
動
車
χ
洗

い
ベ
ー
決
っ
て
漸
ぐ
山
に
向
’
ノ

て
走
り
１
　
し
た
ウ
ン
が
つ
い
ｉ
／

か
ら
と
孔
る
£
～
う
と
茸
恚
し

み
を
い
Ｘ
な
が
ら
小
仏
％
　
を
聡

え
、
五
時
ｏ
ｎ
的
地
に
新
着
直
に

山
に
ぺ
っ
た
。
寸
リ
ソ
ウ
レ
｝
・
し

し
か
し
僕
ぽ
痕
に
と
乏
っ
で
Ｉ

ト
｀
こ
ン
ユ
ー
て
し
す
。
λ
ぱ
「
λ

飢
で
ニ
秀
、
馮
Ｉ
シ
ュ
ー
ヒ
Ｌ

ん
で
い
つ
て
し
恋
う
。
い
く
つ

出
で
ｔ
町
に
じ
て
寸
て
皆
卜
ご
ン
と
ｙ

ら
こ
’
１
　
’
東
菊
９
ベ
コ
俺
ｔ
う

ま
そ
う
に
λ
え
て
へ
た
だ
１
　
　
」

「
篠
は
今
回
Ｉ
和
つ
か
ｔ
ｕ
ｊ
一
り

噺
刀
‐
４
う
な
友
ち
Ｉ
う
話
こ
り
亀
９

霞
櫛
は
刄
に
と
Ｊ
コ
、
い
た
い
…
『
べ
上
徊
で
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ﾚｽ

宅
戸
養
者

組
織
に
つ
い
て
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
‐
＝
一

　
　
　
　
　
　

－
―
－
－
｜
―

の
Ｉ
―
’

F

　
　

言
哨
り
匈
ぺ
ヽ
人
は
Ｊ
で
ご
ダ
ペ
げ
・
一
之

　
　

　
つ
が
、
紐
覗
こ
い
∵
／
ｙ
に
↓
偉

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
し
い
氏
戸
々
几
'
Ｓ
業
務
Ｖ
'

.

.
'
-
'
付
．
女
ぢ
に
Ｉ
ぶ
Ｉ
肪
つ
Ｉ
金
子
侃
乙
に

- －･|-＝－･'㎜－－･‾ゝr.

５
こ
Ｉ
し
Ｉ
戈
齢
ｙ
．
し

　

』
一
歩
々
。
マ

咬
岳
乃
造
―
う
り
拓
蔑
ヽ
い
こ
い

こ
力
役
で
Ｖ
-
Ｃ
　
-
４
７

-
｡
<
奴
ぐ
菟
丞

Ｉ
ｌ
ｌ
‐
１
Ｊ
ｌ
・
１
！
．
1
1
1
1
！
・
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｔ
－

　

・
’

勺
が
ヽ
紐
覗
こ
¨
∵
’
次
兄
ぺ
．
敵

乱

宝
ぢ
に
Ｉ
ぶ
Ｉ
肪
つ
Ｉ
今
二
・
侃
乙
に
Ｉ
ミ
　
　

.
-
-
乏
で
心
一
役

　

こ
二
心
ノ
で

　

ぐ
．
叱
一

該
に
践
マ
吋
．
リ
几
漸
．
'
.
-
＾
よ
こ

｛

し
八
万
．
で
・
・
・
こ

　

０
　
ト
び
、
こ
よ
ノ
’
ミ
に

い
に
Ｖ
秘
及
八
１
う
二
つ
｡
ｓ
＞
　
"
こ
’

｝

六
窓
な
４
　
ダ
ー
　
０
タ
ゲ
．
和
に
こ
‐
↓

に
、
寂
々
が
多
恨
・
七
堂
ナ
だ
代

病
鍵
Ｌ
こ
い
・
ふ
威
容
Ｉ
４
　
心
に
戸

に
・
理
鈴
し
ご
い
５
．
兄
つ
’
こ
‥
二
が
話
果
十
う
・
こ
・
に
、
肴
七
包

嶋
は
更
そ
が
、
勇
者
レ
こ
痢
院
う
一
々
追
で
烏
リ
ー
よ
た
昏
靉
的
几

願
い
こ
目
的
に
謔
大
４
　
臭
き
土
俵
…
…
ヽ
ｔ
ｎ
う
と
四
…
…
、
ｊ
’

た
１
７
’
り
が
見
う
肢
う
７
　
'
(
＾
　
'

1
*
｡
｡
／

の
若
死
と
努
力
の
Ｉ
紋
に
ぶ
う
・

で
両
者
６
-
利
益
に
な
る
よ
う
な

菖
峨
ｒ
ｙ
Ｔ
つ
ｙ
χ
ろ
こ
Ｔ
こ
は
、
芦
‘
介

可
能
芒
再
る
・
と
貫
へ
に
リ
涯
ｉ
。

勺
ｐ
ｌ

　

官
こ
立
乃
打
啓
司
男
場

か
に
に
ヽ
え
隋
二
▽
咲
汁
が
１
　
う

ぷ
。
ぐ
胡
綾
乃
纏
。
だ
ｙ
Ｑ
ブ
ヤ
り

異
っ
て
こ
よ
．
ｊ
。

一 一

一
り
我
々
患
者
寸
Ｒ
ら
応
る
鴉

芳
及
び
階
層
．
ｙ
Ｅ
べ
・
戎
立
つ
こ
い
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汐
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ご
轟
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えふ｡乱奥こ。

紬
綸
．
か
．
い
亙
鴎
ご
り
勺
～
・
、
・
ご
Ｉ
Ｔ
一

・
・
ｙ
こ
１
　
　
ぐ
疎
．
マ
缶
’
…
…
…
ニ
.
'
　
　
'
＾
　
　
"
i
;
　
"

　
l
i

』
二
万
・
・
－
・
・
つ
．
汀
r
^
:
ｆ

食
苓
・
子
胤
い
て
．

’
ｉ
‐
“
‐
ｒ
一

一
‘
ｊ
日

　

‐

－-＝･ミー

'
｡
-
｡
-
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Ｊ
Ｊ
ｊ
‘
｝
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」
‥
・
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一

１
　
司
如
款
経
ぺ
９
　
ご
ぐ
影
プ
’
・
．
い
え
一
犬

回
り
、
―
勁
八
寸
？
≒
．
、
Ｌ
ヤ
．

￥
丁
‐
乙
１
　
如
ｔ
・
』
こ
二
ｙ
二
し
｀
一
・
こ
々
・

-

ろ
二
時
号
外
八

　

瞳
Ｉ
回
生
犬
ら
ご

　

哭

　

Ｊ

え
零
に
々
‐
。
二
、
く
■
＾
"
'
-
　
-
"

　
　
　
　
　

一

　

ｔ
た
¨
ダ
グ
刈
竃
～
叫
硯
・
ヘ
ヱ

　

、
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Å
る
十
一
９
四
日
行
け
胤
た
臓

一
本
朽
駝
で
勾
憩
談
会
で
ド
病
院

痢
か
ら
自
宅
ダ
４
　
者
辺
垢
織
化

と
い
う
『
向
題
が
提
変
さ
れ
ヽ
討

穣
ぺ
、
れ
た
。
か
ね
て
か
ら
私
ゐ

ミ
者
と
し
て
そ
の
必
零
性
＼
ｉ
”
'
Ｗ

±
ｉ
て
い
た
が
。
病
人
に
あ
り
昏

々
ｗ
ボ
ラ
と
晩
馳
さ
か
ら
ヽ
伺

れ
謳
々
ｙ
提
案
す
る
だ
う
う
と

あ
な
た
任
ピ
に
し
て
い
た
。
が

こ
う
云
乱
組
織
は
な
う
ぺ
く
早

く
綺
眠
ぺ
ヽ
れ
た
方
が
鳶
看
及
び

鳥
胞
双
方
に
有
形
無
形
９
利
些

一
を
も
た
ら
す
も
勾
で
名
石
こ
と

が
今
更
な
び
ら
痛
惑
芒
に
れ
た
。

叙
ぱ
茲
に
鯨
談
会
で
述
べ
ら
れ

万
意
見
を
祝
枯
し
、
多
９
　
私
見

　
　
　
を
付
汁
加
之
て
当
日
試
席
こ
き

ダ
ゲ
つ
た
多
く
祠
官
１
　
諸
君
に

冨
伝
え
し
、
’
大
方
両
御
我
利
・
を

斜
た
い
。

　
　

Ｘ

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｘ

　

岬
一
に
、
r
　
I
　
.
'
･
　
＼
ｖ
い
う
自
宅

戸
奏
者
は
‘
織
太
４
　
能
で

　

胸

廓
成
形
紆
や
気
胸
ヽ
気
４
　
、
Ｋ
｡
-
f
？

仲
首
戸
ｌ
受
叶
九
特
蕉
愚
港
に

i
応
限
定
干
う
。

　

升
こ
Ｉ
て

　

枇
織
ご
構
想
と
し

て
Ｉ
は
ｌ
、
‐
ｌ
自
々
√
１
　
者
に
ぼ
い

く
っ
か
岬
行
き
か
が
画
る
が
Ｉ

１
れ
マ
乃
場
合
、
私
立
織
求
病

院
と
そ
の
荒
者
と
が
協
力
Ｌ
、

∇
体
」
な
っ
て
何
う
矛
盾
辿
す

に
、
し
か
も
双
方
ラ
プ
ラ
ス
に

心
る
も
力
な
刺
設
し
た
り
乃
ぐ

函
う
。

　

患
者
‐
は
二
日
も
ｍ
ｌ
く
病
気
か

う
解
放
さ
爪
た
い
ビ
念
嶺
し
て

い

’
句
ト
し

Ｔ
万
痢
９
　
制
心
院
長

「
副
腿
長
を
乾
・
１
　
。
と
し
’
ト
９
　
業
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や
人
工
・
乏
網
刀
宛
９
　
が
多
い
か

ケ
峙
夏
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
(
後
任
鏝
一

‥
一
忙
べ
霞
・
ｉ
一
ど
ｊ
Ｌ
て
つ
く
る
か
と

い
５
べ
き
な
仕
１
　
‐
恥
当
然
生
じ

て
く
る
、
気
に
岨
端
金
体
力
活

動
仕
畢
力
及
映
で
あ
り
組
縦
両

べ
少
ト
審
帯
盲
役
割
を
た
す
機

㈲
認
乃
発
行
丙
ご
要
は
い
｡
ｎ
　
t
Ｈ
-

ﾐ
屯
な
い
．

　

物
四
に
以
尨
「
仕
畢
を
甑
行

し
運
営
し
て
ゆ
く
た
め
に
幹
争

な
り
４
　
　
丿
料
な
り
ｔ
ｆ
ｙ
‐
四
散
名
石
Ｔ
毘

こ
う
扱
員
心
患
者
、
以
玩
双
方

か
・
り
夕
公
で
川
．
う
こ
七
．
か
な
Ｊ

Ｉ
フ

‐
ご
岬
五
．
て
・
右
防
岫
塙
ぺ
今
で
芝

方
～
-
.
'Ｐ
ｓ
＾
こ
ぬ
刀
経
贋
て
、

公
社
．
１
会
膏
莫
つ
膏
前
１
　
で
翔
『

ニ
Ｊ
こ
が
甕
荊
７
・
ゐ
う
か
、
時

東
、
食
１
　
手
首
翁
で
以
け
て
、

そ
凸
校
弓
ご
こ
よ
り
銅
政
乃
基
礎

ｊ
・
’
‐
・
・
’
倣
化
す
る
こ
と
も
予
雙
で
旭

て
払
い
フ

■■W
に

・
ｌ
・
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・

以
ｒ
Ｔ
、
自
宅
・
ダ
蕎
者
勾
狛
織

タ
い
〃
ｋ
乃
一
心
ｔ
句
ノ
ｆ
一
こ
灼
‐
“
ま
し

右
‐
凛
‐
凡
-
'
　
'
ｌ
！
が
こ
当
日
短
欧
会

で
’
屁
既
側
と
愚
肴
側
よ
り
、

駄
七
～
・
で
証
訂
一
準
備
与
・
ｊ
が
選

凪
さ
聡
几
ダ
う
設
立
ろ
日
礼
式

．
い
こ
こ
で
心
馮
ｃ
ｊ
‐
つ
．

　
　

χ

　
　
　
　
　
　
　
　

｀χ

可
沢
だ
洽
之
氏
が
戎
逡
ベ
イ
え
、

り
す
尚
ｋ
り
々
〈
乙
ご
Ｉ
ヤ
気
年

振
り
‘
犬
万
鮭
た
が
．
啼
・
国
後
司

惚
品
‘
気
ジ
デ
４
　
ジ
ヨ
フ
乃
９

い
√
（
え
灸
尋
・
扶
ヤ
ー
冒
こ
号
石
叩
・

に
登
場
し
て
く
る
か
つ
‘
…
…
’
両
‐
筏

丙
・
玉
蛍
I
K
J

ヤ
ニ
ー
斗
に
た
う

希
１
　
･
i
-
t

ｆ
Ｔ
印
も
聚
的
な
官
民

・
仁
次
に
引
明
／
こ
Ｉ
ヽ
痢
肇
し
た
い

‐
‘
Ｉ
↓
ふ
巧
は
Ｉ
ご
個
‐
二
い
り
言
っ
ぎ
４
　
て

碑
上
汀
い
つ
八
こ
乞
綺
瓶
に
八
・
リ

こ
人
・
童
‐
仁
と
思
つ
て
い
る
勺
た

う
Ｉ
・
ノ
．
．
’
‐
‘
ダ
し
-
ｓ
　
(
5
i
　
'
t
i
？
　
'
Ｓ
(
'
　
*
ｉ
ｒ

何
か
に
っ
か
晋
え
～
れ
て
・

　

そ

こ
で
も
か
い
で
鴛
力
Ｆ
う
沢
が

一 一 一

－
‐
－

　

‐
‐
‐
－

－
へ
生
だ
ご
ｉ

陪
岐
に
Ｉ
-
＞
か
ま
っ

几
両
は
、
君
だ
け
て
・
べ
・
た
く
て

　

私
孔
・
ぶ
ｌ
ご
つ
だ
。
も
が
呆
と
ろ

け
看
く
て
、
こ
４
　
乃
幻
東
だ
ふ

几
乃
に
。
一
。
生
涯
つ
か
t
H

.
"
■
て

１
　
　
う
。
が
ヒ
双
肩
か
つ
几
勺
‐
つ
な

＋
ｐ
勺
だ
り
。
こ
Ｓ
-
'
山
に
、
一

　

u
;

1
.
"
　
t
　
I
　
^
に
辺
わ
て
I
■
>
　
t
ｖ
　
ｒ
た
も

刄
へ
勁

晒

己
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″
へ
細
氏
又
】

餓
本
瑞
院
ご
ニ
回
に
わ

た
る
手
衛
を
う
け
た
う

ぽ
、
つ
。
い
こ
乃
同
の
こ

恚
乃
よ
う
に
思
え
る
が

早
い
も
今
で
。
も
う
Ｉ

- - - ● － -

－
1
1
1
1
1
1
ｊ

八
Ｉ

　

皆
ざ
ん
ぶ
午
に
と
り
て
読
人

ぐ
い
る
こ
乃
・
．
Ｉ
新
路
Ｌ
キ
五
〃
万
こ

一 一 一 一

モ
ヽ
戸
友
板
谷
忿
が
か
り
碩
な
叉
‐
ご

ﾐﾐJ，

　　

リ

- －

私
．
か
刷
り
ち
げ
た
作
ｔ
μ
９
　

升
一
号
と
い
う
わ
け
．
ｔ
再
７
　
･
ｒ
･

な
と
J
　
)
う
は
そ
の
つ
も
り
で
少
し

に
敏
慢
し
て
下
さ
い
’

　
　
　
　

」

虫
呆
上
っ
た
印
刷
冷
ぱ
「
き
八
い

い
し
・
の
１
含
づ
い
し
乃
と
、
‘
両
肘

丙
１
　
然
具
に
な
心
く
吐
⊃
け
う
～

、
今
り
と
こ
ろ
一
双
｛
円
ご

に
値
切
耽
て
い
之
４
が
．
ｌ
ｙ
ニ

み
Ｑ
も
耽
Ｌ
乃
気
卒
ｆ
ス
彷
ぶ
九

て
い
Ｉ
Ｔ
／
妥
静
吸
六
度
、
午
万
　
　
１

こ
時
同
の
岨
対
今
分
丿
外
ｙ
ぐ
で
・
・

る
．
一
年
莽
に
４
る
、
‐
ｉ
義
で
ガ
バ
と
は
ね
聡
ぺ
こ
．
・
低
ぽ
ｙ
…
…

り
畑
道
を
膏
い
葡
し
て
　
　
　
　
　
そ
う
と
Ｉ
Ｊ
て
刹
茨
に
．
ぷ
ゐ
し
Ｆ

-

･ ｉ ㎜ ㎜

日
百
メ
ー
ト
ル
、
こ

　

　
　
　
最
高
三
時
向
の
労
句
を
し
、
、

百
メ
ー
ト
ル
と
這
.
o
よ
う
に
歩

乃
だ
し
た
私
が
、
今
は
な
ん
と

へ
と
に
こ
つ
で
わ
が
『
篆
ぺ
几
白
ｙ
‐

つ
う
ま
す
。
’
あ
ｘ
。
作
叢
穴
蔵

　

一

か
皆
さ
ん
？
嶺
助
で
作
業
戸
法

　

？
勺
き
ゃ
久
゛
田
島
’
又
市
゛

弓
似
一
争
を
す
る
よ
う
に
々
つ
］
ご
葛
方
乃
前
和
’
ぱ
Ｉ
々
ミ
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有
一
月
。
四
司
に
涵
か
・
匙
ま
し
た

秘
談
令
に
女
乃
人
う
試
席
ぽ

ふ
気
胸
刀
万
と
も
・
僅
か
こ
一
名
『
Ｊ
か

ご
ざ
い
Ｉ
元
ん
て
し
た
。
1
　
I
　
Ｑ

堂
う
々
会
会
こ
は
全
殿
的
に
婦

ぺ
方
出
席
率
は
匙
い
元
刀
て
け

あ
り
Ｉ
ヤ
う
が
、
私
禿
は
同
-
　
＼

・
噛
４
を
辞
４
、
癩
じ
ｒ
養
目
的

を
将
っ
て
ぃ
る
’
刀
で
す
ｙ
今
こ

両
よ
う
に
一
堂
に
会
し
た
場
合

ｒ
『
‥
Ｌ
ド
．
ダ
ー
ｌ
‐
一
ｌ
ｊ
『
．
…
Ｉ
Ｊ
ｌ
ｌ

同
口
体
９
　
考
か
ら
で
々
け
牝
ぱ

恋
／
こ
一
と
の
で
戈
こ
４
い
各
人
の

翼
っ
た
体
験
談
や
心
乃
磯
徽
に

ふ
雅
た
む
詰
も
圃
く
’
こ
ぷ
．

で
戈
『
ノ
り
刀
ず
ご
は
な
い
．
巧
　
１
て
う
か
．

４
　
い
皆
乃
’
ｊ
Ｉ
に
も

又
ご
り
よ
』
７
Ｇ
会
会
’
に

と
匈
ぶ
．
来
る
新
し
い
鉛

優
乃
」
ダ
に
碁
こ
り
よ
り
よ
い

ム
ご
こ
と
Ｉ
、
思
い
Ｉ
す

リ4識得

　

針辻.る

　

と今こ

々
刀
人
残
子
今
頷
焉
の
場
合

一
に
私
達
乃
に
ｒ
、
、
『
ｌ
’
々
ハ
ン
’
デ
χ
‐
そ
で
Ｉ

ｆ
ま
ｓ
ｌ
ｌ
―
ｋ
―
－
1
1
1
1
1
1
1
1
！
ｌ
・

ツ
プ
。
こ
１
　
・
り
こ
と
ぽ
人
で
ぐ
ぺ

生
に
剣
呑
す
る
だ
け
に
心
乃
頁

悒
七
万
い
こ
と
ｌ
こ
亀
い
Ｉ
す
が
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そ
戻
が
汁
に
封
互
ン
に
＾
　
＼
’
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剛
か
Ｊ
ゾ

　

励
―
し
今
「
‐
で
行
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た
Ｉ
と
『
人
心
に
か
々
狸
い
こ
と

乃
ご
ご
・
い
Ｉ
焚
う
。
駅
包
含
こ

吼
か
‘
り
う
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を
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賀
く
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梵
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叩
心

けー一一‘-一一J

フ
ニ
に
作
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気
前
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立
１
　
Ｌ
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土
曜
０
乃
午
ぢ
ぱ
、
毎
謝
気
仙

乃
外
豪
気
４
　
剣
械
い
病
脆
？
廊
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下
は
一
林
Ｇ
よ
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そ
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汗
か
４
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と
や
救
１
　
車
と
尽
物
潭
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ニ

ん
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つ
ぷ
り
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Ｕ
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４
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９
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７
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５
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司
＼
…
J
　
■

　

こ
乃
。
…
…

よ
う
々
倚
合
乞
繁
く
㈲
か
皿
Ｋ
'
Ｔ
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Ｔ
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Ｊ
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Ｊ
Ｔ
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Ｉ
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有
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５
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て
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台
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９
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／
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９
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て
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気
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比
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．
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ｌ
七
人
が
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■
ｆ
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三
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て
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う
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弓
に
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く
う
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暗
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と
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し
て
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．
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Ｆ
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岐
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け
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ツ
ペ
乃
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リ
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。

こ
Ｉ
三
好
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４
ご
水
５
・
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累
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こ
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と
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。
れ
ぱ
；
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ｒ
　
ｉ
ｒ
い
乃
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プ
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。
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瓦
管
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９
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ｒ
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ｘ
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呪
嘩
男
Ｒ
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と
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Ｓ
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当
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ー
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二
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．
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し
Ｉ
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一
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ゐ
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し
Ｉ
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右
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０
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．
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又
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．
’
．
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２
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ｉ
Ａ
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廿
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．
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1
て
Ｉ
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聡
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た
ｉ
た
で
退
院
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ナ
ー
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ー
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綺
眠
乃
席
１
　
‘
気
収
之
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友
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し
人
匂
£
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万
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皆
で
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句
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’
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な
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七
ろ
．
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ご
つ
そ
久
■
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．
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．
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／
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ペ
ビ
丈
一

　

と
し

一

　

ロ
ズ
．
勺
１
　
　
心
』
‐
犬

　
　

．
’
ぺ
う
聡

元
治
良
・
こ
い

　
　
　

．
く

．
再
０
　
デ
ヤ
ゾ
ミ
ご
つ
日
に

と
い
う
紀
打
と
１
　
・
け
て
い
る
≒

口
－
づ
・
ニ
ト
グ
ベ
し
Ｉ
ペ
会
に
凪

怖
し
几
～
Ｔ
ご

　

叛
小
才
す
牝
午

前
に
沁
0
　
1
1
1
～
養
生
古
圧
送
っ

た
べ
・
Ｉ
ス
ｎ
け
ナ
・
ｋ
・
リ
ー
ワ
ム
玉

村
ど
氷
．
次
た
話
で
あ
^
Ｃ
^
.
　
'

　

恬
杵
ノ
ビ
ー
玉
べ
自
沁
ッ
ｕ
去
だ

け
ヤ
叱
∇
ヤ
万
去
で
今
っ
・
几
時

９
　
に
絞
．
か
ご
鴎
乃
一
室
万
1
　
1
＜
？

曰
１
‐
ヤ
こ
右
１
日
も
晦
臥
し
て
い
∵
ａ

笏
こ
八
こ
と
ｊ
ｙ
汁
ｒ
口
Ｉ
Ｉ
か
．
丁

豹
し
で
に
お
寸
、
九
ｙ
自
べ
左
Ｌ
で

い
る
生
恥
・
に
八
５
俸
ま
ｔ
を
し

て
い
た
瞬
Ｉ
マ
』
ｙ
－
や
家
Ｌ
と

イ
ぐ

０
　
７
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『
ｌ
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‐
’
［
‐
・
ヽ
‐
Ｌ
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岸
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・
Ｉ
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（
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ｙ
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リ
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ぺ
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と
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に

り
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ド
ヽ
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マ
ｙ
Ｉ
う
’
家
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一
石
に
・
こ
苛
る
と
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つ
で
活
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心
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主
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が
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冬
免
声
竃
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Ｉ
て
・
迎
え
た
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当
時
結
蔵
ｙ
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し
て
い
た
妹
叛
心
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テ
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で
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蜀
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打
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で
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つ
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と
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く
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Ｊ
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・
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。
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Ｔ
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．
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ｉ
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４
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い
ミ
桔
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一
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か
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。
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９
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Ｔ
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７
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。
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ｙ
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．
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。
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７
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